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世
界
の
労
働
者
は
か
つ
て
な
い
困
難
に

直
面
し
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
長

期
化
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
情
勢
も
依

然
と
し
て
流
動
的
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

（
写
真
１
）、
ス
ー
ダ
ン
、
エ
チ
オ
ピ
ア
な

ど
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
各
地
で
の
武
力
紛

争
や
政
変
も
続
き
、
難
民
危
機
が

深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、

権
威
主
義
や
独
裁
主
義
の
台
頭
、

各
国
で
の
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の

拡
大
が
顕
著
で
あ
り
、
2
0
2
4

～
2
0
2
5
年
に
か
け
て
実
施
さ

れ
た
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
や
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
選
挙
で
も
、
民

主
主
義
の
根
幹
が
揺
ら
ぐ
事
態
が

相
次
い
で
い
る
。
国
際
労
働
組
合

総
連
合
（
I
T
U
C
）
の
最
新
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ラ
イ
ツ
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

調
査
に
よ
れ
ば
、
司
法
へ
の
ア
ク
セ

ス
、
言
論
・
結
社
の
自
由
、
団
体

交
渉
権
な
ど
、
民
主
主
義
の
基
盤

と
な
る
基
本
的
権
利
の
侵
害
が
世

界
中
で
急
増
し
て
い
る
。
特
に
欧

米
主
要
国
で
も
労
働
権
侵
害
が
深

刻
化
し
、
調
査
対
象
1
5
1
カ
国
の
う
ち
、

労
働
基
本
権
が
十
分
に
守
ら
れ
て
い
る
国

は
日
本
を
含
め
て
わ
ず
か
30
カ
国
、
世
界

全
体
の
16
％
に
過
ぎ
な
い
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
お
い
て
は
、
米
中

対
立
や
地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
を
背
景

に
、
保
護
主
義
や
自
国
優
先
主
義
が
強
ま

り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
編
や
分
断

が
進
行
し
て
い
る
。
自
由
貿
易
体
制
の
揺

ら
ぎ
は
、
各
国
の
産
業
・
雇
用
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
、
不
平
等
や
格
差
拡
大
の

一
因
と
な
っ
て
い
る
。
多
国
間
主
義
の
重

要
性
を
再
認
識
し
、
労
働
者
と
そ
の
家
族

の
福
祉
を
最
優
先
す
る
公
正
な
貿
易
と
、

基
本
的
労
働
権
を
明
記
し
た
貿
易
協
定
の

実
現
が
不
可
欠
で
あ
る
。
各
国
は
協
力
し

て
、
雇
用
の
維
持
と
創
出
、
労
働
者
の
権

利
の
保
護
、
平
和
的
か
つ
建
設
的
な
国
際

関
係
の
促
進
を
最
優
先
課
題
と
す
べ
き
で

あ
る
が
、
現
状
は
逆
方
向
に
向
か
っ
て
い

る
。

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
で
台
頭
す
る

新
興
企
業
や
、
労
働
組
合
の
存
在
し
な
い

職
場
で
は
、
社
会
的
責
任
や
人
権
尊
重
に

対
す
る
意
識
が
低
く
、
労
働
違
反
や
労
働

災
害
が
多
発
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
世
界

的
な
電
気
自
動
車
（
E
V
）メ
ー
カ
ー
で
あ

る
テ
ス
ラ
の
ド
イ
ツ
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル

ク
工
場
で
は
、
職
場
の
人
手
不
足
や
不
十

分
な
安
全
対
策
を
背
景
に
労
働
災
害
が
相

次
ぎ
、
労
働
者
の
約
30
％
が
病
欠
と
な
っ

た
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
E
 

V
の
バ
ッ
テ
リ
ー
原
料
と
な
る
コ
バ
ル
ト

を
産
出
す
る
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
（
写
真

２
）で
は
、
児
童
労
働
が
依
然
と
し
て
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
川
上
か
ら
川
下

ま
で
広
が
る
新
た
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

に
お
い
て
、
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン

ス
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
は
、
ま
す
ま

す
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
第
4
次
産
業
革
命
に
よ
る
生
産

技
術
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
自
動
化
へ
の
急
速

国
際
労
働
運
動
の
重
要
性
と
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
役
割

～
組
織
化
こ
そ
公
正
な
未
来
を
切
り
開
く
重
要
な
カ
ギ
～

松
﨑 

寛

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
書
記
次
長
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な
移
行
、
特
に
人
工
知
能
（
A
I
）の
進
展

は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
各
産
業
部
門

に
お
い
て
既
存
の
雇
用
や
労
働
条
件
に
多

大
な
影
響
を
与
え
始
め
て
い
る
。
A
I
の

発
達
と
職
場
へ
の
統
合
が
急
速
に
進
む
一

方
で
、
多
く
の
政
府
や
企
業
に
は
、
A
I

に
対
応
し
た
規
制
の
枠
組
み
が
未
だ
整
備

さ
れ
て
い
な
い
。
A
I
の
開
発
・
導
入
を

め
ぐ
る
世
界
・
地
域
・
国
家
・
企
業
レ
ベ
ル

の
議
論
に
労
働
組
合
が
参
画
す
る
こ
と
は

不
可
欠
で
あ
る
。
労
働
者
の
権
利
、
雇
用

の
質
、
そ
し
て
A
I
の
利
益
の
公
平
か
つ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
分
配
を
確
保
す
る
た

め
の
社
会
的
対
話
と
団
体
交
渉
は
、
産
業

部
門
に
お
け
る
「
仕
事
の
未
来
」
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
や
情
勢
を
背
景
に
、
世

界
の
経
済
・
社
会
シ
ス
テ
ム
が
大
き
な
変

革
期
を
迎
え
る
な
か
、
民
主
主
義
を
堅
持

し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
浸
透

さ
せ
て
い
く
た
め
の
大
き
な
社
会
的
な
力

と
し
て
、
国
際
労
働
運
動
の
重
要
性
は
一

層
高
ま
っ
て
い
る
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
第
4
回
世
界
大
会
で
は
、
世
界
各
国
か

ら
集
ま
っ
た
代
議
員
が
「O

rganizing 
for a Just F

uture

（
組
織
化
で
公
正
な

未
来
を
！
）」
を
合
言
葉
に
結
集
し
、
民
主

主
義
の
後
退
、
労
働
権
侵
害
、
気
候
変
動
、

技
術
革
新
、
地
政
学
的
リ
ス
ク
と
い
っ
た

複
合
的
か
つ
多
様
な
課
題
に
対
し
て
、
労

働
運
動
が
今
後
4
年
間
（
2
0
2
5
～
2

0
2
9
年
）
に
取
り
組
む
べ
き
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ン
を
討
議
・
採
択
し
、
運
動
の

優
先
課
題
を
明
確
化
し
た
。

ア
ク
シ
ョ
ン
・プ
ラ
ン

2
0
2
5ｰ

2
0
2
9
の

戦
略
的
目
標
︱
成
果
を
出
す

責
任世

界
大
会
で
議
論
・
採
択
さ
れ
た
新
た

な
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
は
、
四
つ
の
戦
略

的
目
標
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第

一
は
、「
平
等
と
労
働
者
の
権
利
を
求
め
る

闘
い
」
で
あ
り
、
よ
り
公
正
か
つ
累
進
的

な
再
分
配
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
良
質

な
雇
用
の
確
保
と
全
世
界
に
お
け
る
基
本

的
労
働
権
の
擁
護
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
女
性
の
権
利
の
前
進
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
、
表
現
・
結
社
・
平
和

的
集
会
の
自
由
の
確
保
な
ど
、
I
L
O
中

核
的
労
働
基
準
の
遵
守
を
重
視
す
る
取
り

組
み
が
含
ま
れ
る
。
第
二
は
、「
労
働
組
合

の
力
の
構
築
」
で
あ
り
、
戦
略
的
な
組
織

化
を
全
面
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
人

権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
人
権
D

D
）へ
の
積
極
的
な
関
与
や
教
育
・
訓
練

を
通
じ
て
労
働
組
合
の
組
織
基
盤
を
強
化

す
る
。
そ
の
際
、
若
年
層
、
女
性
、
移
住
労

働
者
、
非
正
規
労
働
者
、
L
G
B
T
I

＋

な

ど
、
不
安
定
労
働
に
な
り
が
ち
な
労
働
者

も
運
動
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
が
重
視
さ

れ
る
。
第
三
は
、「
資
本
へ
の
責
任
賦
課
」

で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
枠
組
み
協
定

（
G
F
A
）
の
締
結
や
人
権
D
D
の
実
効
性

あ
る
運
用
を
拡
充
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
末
端
に
至
る
ま
で
、
労
働
権
、
労
働

安
全
衛
生
、
環
境
に
関
す
る
最
善
の
基
準

を
確
保
す
る
た
め
、
多
国
籍
企
業
の
透
明

性
と
社
会
的
責
任
を
追
及
す
る
。
第
四
は
、

「
公
正
な
移
行
を
通
し
た
未
来
の
形
成
」
で

あ
り
、
気
候
変
動
、
技
術
革
新
、
新
た
な
働

き
方
と
い
っ
た
環
境
変
化
に
対
応
し
た
持

続
可
能
な
産
業
政
策
を
推
進
し
、
社
会
的

対
話
と
団
体
交
渉
を
通
じ
て
、
質
の
高
い

雇
用
の
創
出
、
技
術・技
能
の
再
教
育
訓
練
、

普
遍
的
な
社
会
保
障
を
伴
う
公
正
な
移
行

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

（
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
全
文
日
本
語
版
は

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
）

　

労
働
組
合
は
、
労
働
・
産
業
・
社
会
の
未

来
を
形
づ
く
る
中
心
的
な
役
割
を
担
う
べ

き
存
在
で
あ
り
、「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

2
0
2
5-

2
0
2
9
」
は
そ
の
た
め
の

具
体
的
な
道
筋
を
示
す
政
治
的
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
で
あ
る
。
世
界
大
会
で
の
議
論
で

は
、
組
合
の
力
を
強
化
し
、
団
体
交
渉
を

拡
大
し
、
民
主
的
空
間
を
守
り
、
公
正
な

移
行
を
推
進
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
に
よ

る
行
き
過
ぎ
た
権
力
の
是
正
を
目
指
す
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ン
の
実
行
に
必
要
不
可
欠
な
社
会
的

対
話
や
団
体
交
渉
を
担
う
労
組
代
表
、
脅

迫
に
耐
え
な
が
ら
組
織
化
を
進
め
る
オ
ル

ガ
ナ
イ
ザ
ー
、
リ
ス
ク
を
承
知
で
ス
ト
ラ

イ
キ
を
行
う
労
働
者
、
声
を
上
げ
る
女
性

や
若
者
、
そ
し
て
国
境
を
越
え
て
助
け
合

う
仲
間
た
ち
へ
の
連
帯
支
援
を
強
化
す
る

こ
と
の
重
要
性
も
指
摘
さ
れ
た
ほ
か
、
今

後
4
年
間
で
運
動
の
成
果
を
出
す
た
め
の

加
盟
組
合
の
責
任
と
役
割
に
つ
い
て
、
多

く
の
代
議
員
か
ら
決
意
表
明
が
な
さ
れ

た
。

写真2 コンゴ民主共和国での人権DDを協議する政労使会議



  2026  Winter JCM  8 

民
主
主
義
の
後
退

ー
組
織
化
こ
そ
公
正
な
未
来

を
切
り
開
く
重
要
な
カ
ギ

　

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・

ユ
ニ
ッ
ト
（
E
I
U
）
の
最
新
報
告
（
2
 
0
 

2
4
年
調
査
結
果
）
に
よ
る
と
、
世
界
の

民
主
主
義
は
記
録
的
な
衰
退
を
続
け
、
市

民
的
自
由
や
選
挙
の
質
の
低
下
が
顕
著
で

あ
る
。
全
体
と
し
て
世
界
人
口
の
約
6
割

が
民
主
主
義
で
な
い
体
制
下
に
あ
り
、
権

威
主
義
が
深
化
し
て
い
る
。
世
界
全
人
口

に
占
め
る
完
全
民
主
主
義
下
に
あ
る
割
合

は
（
日
本
も
含
め
）
僅
か
6
・
6
％
と
調

査
開
始
以
来
の
最
低
値
を
更
新
し
た
。
従

来
の
民
主
国
家
が
衰
退
す
る
一
方
、
権
威

主
義
体
制
の
圧
政
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、

監
視
社
会
化
・
情
報
操
作
・
反
対
派
の
弾

圧
が
進
化
し
て
お
り
、 

権
威
主
義
国
の
体

制
固
定
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。
欠

陥
民
主
主
義
国
や
権
威
主
義
国
で
は
、
先

述
の
I
T
U
C
調
査
に
も
あ
る
よ
う
に
、

民
主
主
義
の
基
盤
と
な
る
労
働
基
本
権
の

侵
害
が
常
態
化
し
て
お
り
、
労
働
者
の
日

常
生
活
は
不
安
定
さ
と
困
難
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
逆
境
の
中

で
も
、
労
働
組
合
と
組
織
化
さ
れ
た
労
働

者
は
連
帯
と
団
結
を
通
じ
て
社
会
の
不
正

や
権
力
の
濫
用
に
対
抗
す
る
民
主
的
な
力

と
し
て
も
機
能
す
る
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
加
盟
組
合
の
さ

ま
ざ
ま
な
事
例
を
見
る
と
、
過
去
1
年
間

だ
け
で
も
大
き
な
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

例
え
ば
ケ
ニ
ア
で
は
、
裁
判
を
通
じ
て
労

働
組
合
活
動
の
正
当
性
を
勝
ち
取
り
、
労

働
者
が
団
結
す
れ
ば
法
の
支
配
が
依
然
と

し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。

I
T
U
C
が
「
労
働
者
に
と
っ
て
世
界
最

悪
の
国
」
の
ひ
と
つ
と
指
摘
す
る
ト
ル
コ

で
は
、
金
属
労
働
組
合
が
記
録
的
な
イ
ン

フ
レ
の
中
で
重
要
な
賃
上
げ
を
勝
ち
取
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
組
合
潰
し
が
横
行

す
る
州
に
お
い
て
も
、
組
合
認
証
選
挙
で

歴
史
的
勝
利
を
収
め
た
職
場
が
あ
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
主
要
な
労
働
組
合

が
団
結
し
て
、
労
働
者
の
権
利
を
弱
体
化

さ
せ
る
一
方
的
な
オ
ム
ニ
バ
ス
法
に
異
議

を
申
し
立
て
、
雇
用
の
安
定
や
国
内
労
働

者
の
保
護
強
化
を
含
む
新
た
な
労
働
法
改

正
へ
の
道
筋
を
つ
け
た
。

　

E
I
U
は
、一
部
の
国
に
お
い
て
市
民

の
政
治
参
加
の
増
加
な
ど
、
民
主
主
義
の

好
転
の
兆
し
が
認
め
ら
れ
る
と
も
報
告
し

て
い
る
。
世
界
大
会
が
行
わ
れ
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
（
写
真
３
）
に
お
い
て
は
、
労
働

運
動
が
組
織
的
に
労
働
党
を
支
持
し
、
選

挙
活
動
や
政
策
形
成
へ
の
積
極
的
な
関
与

を
通
じ
て
、
政
治
参
加
を
具
体
的
に
実
践

し
て
い
る
こ
と
が
典
型
的
な
事
例
で
あ
る
。

組
合
員
が
団
結
し
て
政
策
議
論
や
投
票
活

動
に
関
与
す
る
こ
と
は
、
単
な

る
賃
金
や
労
働
条
件
の
改
善
に

と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広
範
な
社

会
的
正
義
お
よ
び
民
主
的
制
度

の
強
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
組
織
化
さ
れ
た

労
働
者
は
、
社
会
の
意
思
決
定

過
程
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
に

よ
り
、
民
主
主
義
の
実
質
的
維

持
と
発
展
に
貢
献
す
る
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け

る
人
権
D
D
の
活
用
も
、
今
後

の
組
織
化
に
お
け
る
重
要
な
カ

ギ
と
な
る
。
例
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
近
年
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
に
お
け
る
人
権
・
環
境
リ

ス
ク
へ
の
対
応
が
、
従
来
の
自

主
的
枠
組
み
か
ら
強
制
的
な
法
規
制
へ
と

転
換
し
て
い
る
。
特
に
欧
州
連
合
（
E
U
）

の
「
企
業
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
デ
ュ
ー

デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
指
令
（
C
S
D
D
D
）」
は
、

従
業
員
1
0
0
0
人
超
か
つ
年
間
4
・

5
億
ユ
ー
ロ
以
上
の
売
上
を
有
す
る
企
業

に
対
し
、
2
0
2
9
年
ま
で
に
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
に
お
け
る
人
権
お
よ
び
環

境
侵
害
リ
ス
ク
の
特
定
・
予
防
・
是
正
措

置
を
義
務
づ
け
て
い
る
。同
指
令
で
は
、「
全

世
界
年
間
売
上
高
の
5
％
以
上
」
を
上
限

と
す
る
重
い
金
銭
的
制
裁
に
加
え
、「
ネ
ー

ム
・
ア
ン
ド
・
シ
ェ
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
企

業
名
の
公
表
、
是
正
措
置
命
令
、
民
事
上

の
損
害
賠
償
責
任
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、違
反
企
業
に
は
行
政
的・

民
事
的
の
両
面
か
ら
厳
し
い
責
任
が
課
さ

れ
る
法
律
で
あ
る
た
め
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
全
体
に
お
い
て
労
働
基
本
権
、
特
に

組
織
化
に
と
っ
て
重
要
な
結
社
の
自
由
お

よ
び
団
体
交
渉
権
の
確
保
に
関
す
る
侵
害

リ
ス
ク
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、 写真3  世界大会に参加するオーストラリアの代議員
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2
0
2
4
年
7
月
に
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
お
よ

び
U
N
I
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
が
、

ド
イ
ツ
労
働
総
同
盟
（
D
G
B
）
と
と
も
に

「H
um

an R
ights D

ue D
iligence 

Com
petence Centre

（
人
権
D
D
・
コ

ン
ピ
テ
ン
ス
・
セ
ン
タ
ー
）」
を
設
立
し
た
。

こ
れ
は
、
労
働
組
合
が
人
権
D
D
を
活
用

し
て
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け

る
労
働
基
本
権
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
知
見
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
実
践
を
提
供
す

る
支
援
拠
点
で
あ
り
、
今
後
は
加
盟
組
織

と
と
も
に
、
人
権
Ｄ
Ｄ
を
現
場
レ
ベ
ル
で

実
効
化
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
国
際
金
属

労
連
（
I
M
F
）、
国
際
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー

鉱
山
一
般
労
連
（
I
C
E
M
）、
国
際
繊
維

被
服
皮
革
労
連
（
I
T
G
L
W
F
）
の
３

組
織
が
合
併
し
て
2
0
1
2
年
に
設
立
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
組
織
は
1
3
0
年
以
上

に
わ
た
り
国
際
労
働
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、

４
度
の
産
業
革
命
の
中
で
国
際
連
帯
を
発

展
さ
せ
、
２
度
の
世
界
大
戦
を
生
き
抜
き
、

民
主
主
義
を
堅
持
し
、
公
正
・
公
平
な
社

会
と
労
働
者
の
生
活
向
上
の
実
現
に
向
け

て
運
動
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
の
世
界
大
会
で
の
ス
ロ
ー
ガ

ン「O
rganizing for a Just Future

（
組

織
化
で
公
正
な
未
来
を
！
）」
の
真
意
は
、

世
界
最
大
の
国
際
産
別
と
し
て
他
の
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
や
志
を
同
じ
く
す
る

他
の
組
織
と
の
協
調
を
続
け
な
が
ら
、
加

盟
組
合
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
組
織

化
を
推
進
し
、団
結
力
を
高
め
、社
会
対
話・

団
体
交
渉
を
通
じ
て
公
正
な
未
来
を
切
り

開
く
こ
と
に
あ
る
。

国
際
労
働
運
動
に
お
け
る

日
本
加
盟
組
合
へ
の
期
待

　

国
際
労
働
運
動
に
お
け
る
日
本
加
盟
組

合
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
一
層
重
要
で
あ

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
変
革
は
日
本
の

産
業
構
造
と
雇
用
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
従
来
の
組
織
化
さ
れ
た
雇
用

は
、
新
興
企
業
や
非
正
規
雇
用
の
拡
大
、

世
界
規
模
で
の
企
業
再
編
・
買
収
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
造
変
化
な
ど
に
よ
り

急
速
に
侵
食
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
状
況

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
が
蓄
積
し
て
き
た
国
際
的
な
知
見

や
加
盟
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
、
多
国
籍

企
業
に
お
け
る
労
働
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
は
、
国
内
外
の
拠
点
で
労
働
者
が

互
い
に
情
報
を
交
換
し
、
連
携
を
図
る
こ

と
で
、
良
質
な
雇
用
の
確
保
や
労
働
条
件

の
改
善
に
向
け
た
戦
略
的
基
盤
と
な
る
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
産
業
政
策
の
立
案
・

推
進
に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、

変
革
期
に
お
け
る
雇
用
の
安
定
化
、
技
能

開
発
、
仕
事
の
未
来
と
い
っ
た
長
期
的
課

題
に
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
対
応

で
き
る
。

　

日
本
加
盟
組
合
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
の
中
核
組
織
と
し
て
安
定
的
な
組
織
運

営
に
不
可
欠
で
あ
る
。
完
全
民
主
主
義
国

家
に
お
け
る
労
働
運
動
や
組
合
活
動
の
経

験
が
豊
富
で
あ
る
J
C
M
各
産
別
に
は
、

国
内
外
に
お
け
る
人
権
D
D
の
推
進
と
公

正
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
国
際
労
働
運

動
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
す

る
と
同
時
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
の

活
動
強
化
、
発
展
途
上
国
に
お
け
る
加
盟

写真4  インダストリオール世界大会で演説する
アンソニー・アルバニージー首相

組
織
へ
の
連
帯
活
動
の
推
進
に
引
き
続
き

尽
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

最
後
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
党
党

首
で
あ
り
、
世
界
大
会
の
来
賓
と
し
て
檀

上
で
挨
拶
し
た
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ア
ル
バ
ニ

ー
ジ
ー
首
相
（
写
真
４
）
の
言
葉
で
本
稿
を

締
め
く
く
り
た
い
。「
前
進
し
て
い
く
中
で
、

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
こ
と
が
絶
対
に

重
要
で
す
。
公
正
さ
、
良
好
な
労
働
条
件
、

そ
し
て
公
正
な
賃
金
が
労
働
市
場
を
損
な

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
長
と
公
正
さ

は
共
に
あ
る
こ
と
で
、
よ
り
強
く
な
り
ま

す
。
私
た
ち
の
目
的
は
永
遠
で
あ
り
、
だ

か
ら
こ
そ
連
帯
は
ま
さ
に
永
遠
な
の
で

す
。」

松
﨑
　
寛  

ま
つ
ざ
き
・
か
ん

１
９
９
８
年
金
属
労
協
に
入
局
。
国
際
局
、
政
策

局
で
主
任
と
し
て
産
業
政
策
、
環
境
政
策
の
立
案

を
は
じ
め
海
外
労
使
紛
争
防
止
ツ
ー
ル
の
作
成
な

ど
に
活
躍
。
２
０
１
０
年
９
月
１
日
か
ら
Ｉ
Ｍ
Ｆ

本
部（
現
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
）に
赴
任
。
造
船・

船
舶
解
撤
／
I
C
T

・

電
機
・
電
子
部
門
担
当
部

長
を
経
て
、２
０
２
１
年
９
月
か
ら
書
記
次
長
。


